
研究/活動紹介

背景
現行の学習指導要領が告示され６年（小学校）が経過しました。

学校現場では、「主体的・対話的で深い学び」の様々な実践が展
開されています。真に「主体的・対話的で深い学び」の実現のた
めに国語科教員は、「言語活動を通して、伝え合う力を高め、思
考力や想像力を養う」ための授業改善を図っており、ICT教材の効
果的な活用の必要性にも迫られています。

目的
県内の県立高等学校と公立小学校の国語の授業分析を通して、

「主体的・対話的で深い学び」の実現のために、具体的なICT教材
の有効性と課題を考察すること。

成果と展望
①県立高校の実践では、教科書の本文の学習後、課題についてICT
教材（タブレット）のアプリを使い、自分の考えをまとめ、グ
ループで相互評価していました。教師から「根拠を明らかにして
文章を論じなさい」という支援を受け、教科書、各種資料、イン
ターネットで複数検索するなど生徒が古文に対し、主体的・対話
的な鑑賞態度を育んでいました。
②E市公立小学校では、ipadを導入し「デジタル教科書」やイン
ターネットの検索機能を使用しています。デジタル教科書では文
章や挿絵の拡大など、児童の自主的な学びにつなげていました。
また「メタモジ」というアプリを入れ、シートに各児童の意見を
書き、一堂にスライドに表示しています。児童相互の意見の共通
点や違いが明確になり、問題が整理されて児童の主体的・対話的
で深い学びとなっていました。
国語科でのICT機器の活用は、授業で「つけたい力」のためにど

んな活用が有効か、またノート指導との関連など事前の教材研究
がますます重要になっていることが各校での実践から言えます。

産学連携/地域貢献へのアピールポイント、
相談可能事項

・県内の小・中・高等学校の国語の授業実践の現状と課題を探りながら、
次期学習指導要領へのスムーズな移行のための問題点を整理します。

・小・中・高等学校の国語科の授業研究の成果と課題を共有し、授業改善
の糸口を探ります。

＜高等学校1年 古典の指導案＞

＜小学校1年 説明文の授業＞

ipadで教科書挿絵の拡大図を見ている

栄養・子ども学部 子ども教育学科
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最新の研究内容

テーマ： ICT教材の効果的な活用と主体的・対話的で深い学び
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